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「さいきょうベンチャーリポート」は、株式会社エス・ケイ・ベンチャーズが 

毎月お届けするベンチャー企業情報誌です。 

＊Ｐ4.5 で紹介しています 



 
 
 
 
 
 
 
最近、ゴルフのスコアーが伸びない。上達どころか劣化している。情けないことにゴルフ場に行

って先ずすることは、重要物ボックスのボックス番号探しである。最初は４５番から４９番のボッ

クスが空いているか、それが駄目なら９０番から９９番はどうかと視線を移す。すべては１００を

切りたい願望からである。空いていると「今日は良いスコアー－が出そうだ」などとその気になる

から不思議なものである。 
しかし結果は散々、またしても落込むのである。ゴルフ漫画の「ゴルフレッスンコミック」の効

果は全く出ていない。漫画は「あまり欲を出さず」と教えてくれるが、最終ホールをボギーであが

れば４９だと思うと、なぜかティーショットが深いラフに入ったりＯＢになったりと結局はダボ、

トリプルになるという始末。欲が出て力むのである。しばしの切歯扼腕から我に帰るといつもの結

果に自分自身が嫌になる。考えてみれば重要物ボックスの番号探しも馬鹿げた縁起かつぎである。 
 
泉下の女房から独身時代に貰った真珠のカフスボタンは私には縁起物である。着用すると良い事

が必ずあると信じて今も大切にしている。しかし、ここ最近「この恩恵にあやかることが少なくな

ったかな…」と、一人でぼやく。 
北九州の自宅に帰り、仏壇にお花とお菓子を供え手を合わせ「おい、いい加減そろそろ・・・」

と語りかける。女房曰く「私の所為にしないでよ。あなたの努力が足らないのではないの？縁起を

かつぐのもいい加減にしないとね」「ごめんごめん…」と、たわいない会話（独り言）である。確

かにカフスボタン、女房が悪いのではなく自分がしっかりすべき問題なのだ。 
 
スポーツ選手でも縁起をかつぐプレーヤーは多い。朝の食事、着る物、シャツの色合い、道筋、

中には玄関を出るとき必ず右足からといったものまである。 
縁起をかつぐことは、精神的にはプラスに働くと思う。しかし、良い結果を出すためには不断の

努力が必要である。人の所為にしたり、いわんや努力を怠った縁起かつぎでは結果は明白である。

名選手といわれる人には他の選手の何倍もの練習量をこなしているという自負がある。努力から生

まれる人間的な魅力をも兼ね備え、常に前向きに考える等の下地があるからこそ、縁起かつぎもよ

り良い結果に繋がるのであろう。 
 
人間は弱い面があって当然の事である。自分の成長に意を持ち、沢山の書物を読んだり、恩師と

仰ぐ人から学んだり、時にはその人を真似てみるのも一つの術かもしれない。人生は順風満帆には

いかないが、何をするにもへこたれず前向きに一所懸命に頑張りたいものだ。さて、「休日にはゴ

ルフの練習を始めてスコアーアップに頑張ろう。縁起かつぎだけではなく…」 

 

西京銀行頭取 渡邊 孝夫 



 

平成１９年８月６日（月） １４：００～１５：３０ 

≪テーマ≫女性と起業を考える 
～自分ブランドで生きる～ 

 
起業を志している方、起業するのってどんな感じ？と興味を持たれている方、起業はしてみたけれど、

これでいいのか悩んでいる方、周南市で「周南地域を元気に！」「女性を元気に！」というテーマで事業を
展開されているＢｅａｍ－ｃｒｅａｔｉｏｎ 代表 松原香織さんと一緒に「女性が起業して働くという
こと」について考えてみませんか？ご自身の起業エピソードから、失敗談・成功例なども交えながらお話
していただきます。 

■講 師 Ｂｅａｍ－ｃｒｅａｔｉｏｎ 代表 松原香織氏  

（業務内容 ： ＷＥＢ制作・デザイン、セミナー・イベント開催、コンサルタント業） 

【講師紹介】 

昭和４２年７月２６日生まれ 

平成 ２年 ３月 滋賀大学経済学部経営学科卒業 

平成 ２年～平成６年 ＮＥＣソフトウェア中国株式会社に勤務 

平成１２年 山口県へＵターン。人財経営研究所入社 

平成１３年 異業種交流会「長州非凡会」立ち上げ 

平成１４年 任意団体 やまぐちＳＯＨＯを応援する会 理事就任 

平成１５年 周南 enjoy サイト「ぺぶる」サイトオープン 

ＮＰＯ法人やまぐちＳＯＨＯを応援する会 事務局長・理事就任 

平成１６年 人財経営研究所退社 

Beam-creation（http://www.beam-creation.jp/） 設立 

■日 時 平成１９年 ８月 ６日 （月） １４：００～１５：３０ 

■場 所 周南市市民交流センター 講座室（徳山駅ビル３Ｆ） 

■内 容 「女性が起業して働くということ」について 

■参 加 料 無料 

■お問合せ・お申し込み 
周南市御幸通り２丁目２８番地徳山駅ビル３階 周南市市民交流センタービジネスサポートコーナー 

事務局 株式会社エス・ケイ・ベンチャーズ  担当  武波  村中 

電話・ＦＡＸ共通／０８３４－３３－７７０３   Ｅ－mail／info@shunan-vm.gr.jp 
 
詳しくはこちらのＨＰまで⇒ http://shunan-vm.gr.jp/t-bsc/news.html 

主催 ㈱エス・ケイ・ベンチャーズ 



 
 
今回は、周南市が運営するインキュベーション施設、周南市ビジネスサポート

コーナーに入居されている「有限会社この街」の片山晋一社長です。３９歳の

時に起業され、現在４１歳。働くことも遊ぶことも大好きだと仰る、とても明

るい片山晋一社長にお話を伺いました。 
 

 
―――創業の経緯を教えてください。 
もともと、化学系研究開発職で社会人デ

ビューしたわけですが、大学時代から独学

でコンピュータを学んでいたことが“災い”

して、情報システム分野に関わることにな

り、その間いくつかの C/S 系、Web 系シス

テムの開発を遂行し、海外での仕事を含め

IT に関する多くのことを学びました。 
しかし、昨今の複雑な社会問題にも強い

懸念を抱くようになり、「何が問題なんだろ

う？」→「コミュニケーション不足かな？」

→「自分も何かできないか？」→「営業経

験、ＩＴ技術が役立たないか？」→「会社

にいたんじゃできない！」というプロセス

を踏んで、昨年『有限会社この街』を創業

した、ということです。 
要するに、自分の業務経験を活かして現

代の社会問題の解決に何らかの形で取り組

んでいこう！という思いが『有限会社この

街』になりました。今後、「“良いものがつ

ながっていく！”そんな流れを創造する」

活動を行っていきます。まずは身近な中小

企業の皆さんのお役に立つことから始めて

います。 
 

―――どの位の規模ですか？ 

資本金３００万円、まだ従業員は一人で

す。今のところ「小さくても楽しい我が家」

って感じです。今後増築を予定しています。 

 

―――どのような方（企業）・どのような市

場を対象とされていますか？ 

インターネットの世界ですので、市場は

日本中と言わざるをえませんが、しかし、

実際には山口県東部地域すべてを実務上の

市場と捉えています。当面は近隣中小企業

の皆様の活性化のお手伝いに全力を傾けて

いきます。その傍らで「コミュニケーショ

ン活性化」という会社の目的を果たせるよ

うに具現化していきます。 

 

―――御社の強みを教えてください。 

私たちは「わかり易いこと」をモットー

にしています。経営者の方が“分からない”

と言いがちなＩＴ技術を、どのようにすれ

ば業務効率化に役に立つのかを分かりやす

く説明し、実務担当者の方々と共に会社貢

献するＩＴの活用方法を提案します。 

Web ページの製作については、地方で対

応が遅れている「Web 標準」を基本にした

製作手法を実施していますので、検索エン

ジン対策（ＳＥＯ）はもちろん、お客様に

Made in ちゅうごく   
有限会社この街    代表取締役 片山晋一 氏  



とって有益な Web サイトの提案・構築を実

行しています。私たちは、導入・製作・運

用、そして教育に至るまで、一貫してお手

伝いすることができます。 

 

――― 御社で苦労されていることは？ 

少ない人数で仕事をこなしています。プ

ロジェクトマネジメントが大切ですね。 

 

―――この業界の将来はどうなると予想さ

れているのですか？   
この業界の山口県における成長率は近隣

に比べて低いと聞いています。理由はいく

つかあると思いますが、“他県から仕事を取

られてしまうこと”、“地方で小さくまとま

ろうという意識が強いこと”ではないかと

考えています。クリエイティブな能力は決

して他県に負けていませんし、大きなビジ

ョン・こころざしを持っている人も少なく

ありません。それを“そうさせない”山口

県特有のビジネス慣習などが発展の邪魔を

しているように感じています。それらを克

服することができれば、この地方での業界

発展も可能ではないでしょうか？私個人と

しては、これからの山口県に期待していま

す。 

―――今後の展開の予定は？ 
システム開発、DTP 制作、Web サイト構

築ばかりでは、本当の意味での社会貢献に

はなりません。これからどのような形で“コ

ミュニケーションの場”を提供することで

きるかで、『この街』の存在価値が決まるの

ではないかと予想しています。ご期待くだ

さい。 
―――最後に一言お願いします。 
「コミュニケーション不足」はいたるとこ

ろで起きています。仕事もコミュニケーシ

ョンの上に成り立っています。皆さんの業

務にぜひ『この街』を関わらせてください。

必ず“元気な企業作り”に貢献することが

できると思います。今後とも皆様のご指導

ご鞭撻のほど、よろしくお願いします。 

 
＜会社概要＞ 

商号 有限会社この街 

主な事業内容 
ＩＴ教育／Ｗｅｂページデザイン/Ｗｅｂマーケティング/ 

システム開発/ＤＴＰ関連 

住所 
山口県周南市御幸通り２－２８  

JR 徳山駅ビル３Ｆビジネスサポートコーナー 

電話番号 TEL ０８３４－３２－７６６０  FAX ０８３４－３２－７６６１

代表者 代表取締役 片山晋一  

従業員数 1 名 

ＨＰ ｈｔｔｐ:／／ｗｗｗ.ｋｏｎｏｍａｃｈｉ.ｃｏ.ｊｐ／ 

 



 

＜「やまぐち経営革新塾」の開催について＞ 
 

 山口県商工会連合会では新事業展開等を実現し、更なる飛躍を図りたい経営者、経

営幹部、後継者等の既存事業者を対象とした「やまぐち経営革新塾」を開催します。 

 この「やまぐち経営革新塾」は事業構造を見直し、アクションプランを具体的な行

動レベルに繋げ、経営革新や新市場開拓など、いわゆる第二創業を実現させるよう支

援していくカリキュラムを予定しております。  

 

【日時】 平成１９年８月１９日(日)、２６日(日)、９月２日(日)、９日(日)、１６日(日)  

〔計５日間３０時間〕いずれも９時～１６時 (各昼食休憩含む) 

【場所】 周南市 ホテルサンルート徳山 (山口県周南市築港町 8-33) 

【対象】 新事業展開や経営革新を図りたい、またはそれを検討している経営者、経営幹部、 

若手後継者等 

【講師】 西野 公晴氏 (有限会社 アール・アンド・シー代表取締役) 

     中小企業診断士、NPO 法人ランチェスター協会理事。 

     ＊「月間商業界」「日本の FC チェーン」などに常連執筆 

【定員】 ２５名 (定員に達した場合締め切り) 

 

【お問い合わせ先】 

山口県商工会連合会 振興部振興課[担当／上(カミ)・田中] 

〒753-0074 山口市中央 4-5-16 山口県商工会館３Ｆ 

Tel 083-925-8888 Fax 083-925-8700 

Ｅ-mail ys@yamaguchi-shokokai.or.jp 

URL http://www.yamaguchi-shokokai.jp/sogyo/index.htm 

 

 

＜『雇用管理改善セミナー』のお知らせ＞ 
    

  企業の成長のカギは「人」です。創業したての会社や中小企業が成長に不可欠な

人材を確保するにはどのようにすればいいのか、確保した人材をどう活かすのか。そ

んな悩みをこのセミナーで解決！ぜひご参加ください。 

 

【テーマ】できる社員を採る！～中小企業の人材採用術～ 

【講 師】（株）ワイキューブ 福岡支店 支店長 坂東 孝浩 氏 

【開催日】平成１９年８月２３日（木）１４：００～１５：３０ 

【場 所】西日本新聞会館１６階福岡国際ホール （福岡市中央区天神 1-4-1）   

【定 員】５０名（先着順） 参加費無料！ 

 

【お問い合わせ先】 

   独立行政法人雇用・能力開発機構 福岡センター 業務第一課 

   〒812-0039  福岡市博多区冷泉町５－３２ オーシャン博多ビル６階 

   Tel：092-262-2113  Fax：092-262-2220     

E-Mail：fukuoka-center03＠ehdo.go.jp 

URL：http://www.ehdo.go.jp/fukuoka/qpc0/event/index.htm 



       

               ＜弁理士試験について＞ 

 

 

所長：井上 浩 

 弁理士は、知的財産権に関する国家資格ですので、一般的には弁理士試験に合格しなけ

れば資格を得ることができません。私が母に受験の決心を伝えると、「便利屋に仕事はある

んかね？」と言われたことを思い出します。マイナーな資格試験ではありますが、徐々に

受験者数も増えている弁理士試験について今回はお話します。 

 試験は択一試験（５月）、論文試験（７月）、口述試験（１０月）の３段階で、最終合格

発表は１１月、最終合格率は６．８％（平成１８年）となっています。試験科目は産業財

産権法と呼ばれる特許法、実用新案法、意匠法、商標法の４法に加えて、著作権法、不正

競争防止法、特許に関する条約などですが、特徴的なのは、論文試験時に、機械工学や物

理工学などのいわゆる理科系の科目に関する試験が選択科目として挙げられているところ

です。これは発明を取り扱うことが多い弁理士に対して法律だけでなく技術的な素養をも

求めている証かもしれません。 

 昨年のデータに基づいてもう少しお話しますと、弁理士試験の最終合格者は、全国で６

３５名ですが、理工系と法文系に分けると８４％が理工系となっています。また、男女比

ですが、８２％が男性となっています。 

 このような情報は、特許庁のホームページの「弁理士試験に関して」という欄に公開さ

れていますので興味のある方は一度ご覧になってください。 

 ちなみに、受験回数では、１回で合格される方が９．４％（６０名）いらっしゃる一方、

２１回以上で合格された方が０．２％（１名）いらっしゃいました。また、合格者の最年

少は２０歳、最高齢は６４歳となっており、幅広い年齢層で合格者が輩出されています。

さらに、出身大学別や出身県別の統計も公開されています。山口県出身者は昨年１名だっ

たようです。 

 情報公開が進み、統計データが数多く発表されるようになりましたが、合格者の名前は

逆に個人情報保護の観点から発表されなくなりました。何となく淋しさを感じているのは

私だけでしょうか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

弁理士：井上浩の知財小話 

（維新国際特許事務所）  

〒 753-0077 山口市熊野町 1-10 NPY ﾋ ﾞ ﾙ８ F

TEL:083-901-2233 FAX:083-901-2266 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


